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■特集１ JAだから「できたこと」 －JA市原市 令和４年度ダイジェスト－
■特集２ 組合員がつくる明日のＪＡ －今年は総代改選の年です－

■今月の表紙
　さんわ担い手組合／水稲など
　  詳細は8ページ
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2P13－15　インフォメーション
P16　 　　今月の煌めき女性―vol.19―

P10　税金ワンポイント講座
P11　頭の体操・文芸コーナーほか
P12　みんな来て果彩菜・旬のレシピ

〇
販
路
拡
大

　

生
産
者
が
手
塩
に
か
け
た
農
産
物

を
消
費
者
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、「
市

場
出
荷
」
だ
け
で
な
く
、
量
販
店
や

ス
ー
パ
ー
、卸
、ゴ
ル
フ
場
、学
校
給

食
、直
売
所
な
ど
、多
様
な
販
路
拡
大

に
努
め
ま
し
た
。

・
直
販
係
取
扱
高

　
　
　
　
　

４
０
１
０
万
１
７
２
円

〇
付
加
価
値
の
創
造

　

消
費
者
・
市
場
の
信
頼
に
裏
付
け

さ
れ
た「
強
い
ブ
ラ
ン
ド
」を
維
持
す

る
た
め
、付
加
価
値
の
増
大
に
取
り

組
み
ま
し
た

★
品
質
向
上

　

栽
培
講
習
や
共
同
選
果
に
よ
る
選

果
基
準
の
厳
守

―
 

Ｊ
Ａ
市
原
市　
令
和
４
年
度
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト 

ー

　

Ｊ
Ａ
の
使
命
は
、
地
域
の
食
と
農
、
く
ら
し
を
守
り
、
農
業
と
地
域
社
会

の
持
続
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
市
原
市
で
は
「
持
続
可
能
性
へ
の
挑
戦
〜
『
食
・
農
・
地
域
を
次
代

に
つ
な
ぐ
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
〜
』」
を
テ
ー
マ
に
、

農
産
物
の
販
売
力
強
化
、農
業
生
産
の
拡
大
、地
産
地
消
運
動
の
促
進
な
ど
で
、

農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
４
年
度
の
主
な
取
組
成
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

★
認
知
度
向
上

　

市「
ふ
る
さ
と
納
税
」返
礼
品
に
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
。
全
国
的
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま
し
た
。

「ふるさと納税」返礼品に梨・スイカ・メロンを提供

〇
助
成
制
度
の
伴
走
支
援

　

各
種
助
成
制
度
の
申
請
支
援
を
と

お
し
て
、農
家
所
得
の
増
大
に
努
め

ま
し
た
。ま
た
、Ｊ
Ａ
独
自
策
と
し
て
、

主
食
用
米
出
荷
に
対
す
る
奨
励（
事

業
分
量
配
当
）を
支
給
し
ま
し
た
。

　
・
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

（
国
・
県
）　
　
　

申
請
件
数　

52
件

・
肥
料
・
農
業
燃
料
等
高
騰
支
援
金

（
市
）　
　
　

申
請
件
数　

５
０
０
件

・
事
業
分
量
配
当

（
Ｊ
Ａ
）　

２
２
８
３
万
２
５
０
０
円

・
肥
料
共
同
購
入
積
立
金
の
取
崩

（
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
春
肥
料
の
価
格
維
持
）

　
　
　
　
　

県
内
で
８
５
０
０
万
円

〇
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
・
省
力
化

★
共
同
施
設
の
運
営

　

生
産
者
の
作
業
効
率
化
と
コ
ス
ト

削
減
お
よ
び
品
質
の
高
位
平
準
化
を

は
か
り
ま
し
た
。

・
育
苗
セ
ン
タ
ー

　

供
給
枚
数　
　

２
万
７
９
９
７
枚

・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　

総
荷
受
量　
　
　

 

５
３
４
ト
ン

・
梨
共
同
選
果
場　
　

 

２
１
０
ト
ン

・
姉
崎
集
出
荷
場
（
ダ
イ
コ
ン
集
出
荷
施
設
）

　
　
　

１
万
１
４
１
７
・
５
ト
ン

★
地
産
地
消
の
拡
大

・「
い
ち
は
ら
産
米
」ノ
ベ
ル
テ
ィ
ー
配
布

　
　

４
万
２
０
０
０
袋（
５
０
０
ｇ
）

　
　
　

※

市
の
地
産
地
消
推
進
事
業

・
学
校
給
食　
　
　
　

 　
　

13
品
目

・
食
農
教
育（
施
設
見
学
受
入
、体
験

イ
ベ
ン
ト
、子
ど
も
食
堂
へ
の
食
材

提
供
）

★
労
働
力
支
援
・
補
完

・
無
料
農
業
紹
介
事
業

　
　
　
　
　

依
頼
78
件　

成
約
８
件

・
梨
ヘ
ル
パ
ー
育
成
事
業「
梨
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」の
継
続

Ｊ
Ａ
だ
か
ら「
で
き
た
こ
と
」

販売力強化への挑戦

攻 める

©よい食P
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P４－５　組合員がつくる明日のＪＡ
P６－７　ＪＡ市原市主な出来事

P８　協同の力、農業の力
P９　あなたもチャレンジ！
　　  家庭菜園ほか
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農
産
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消
費
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荷
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へ
の
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力
支
援
・
補
完

・
無
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農
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事
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78
件　

成
約
８
件

・
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ヘ
ル
パ
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育
成
事
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令和４年梨ボランティア生
18期生６人・19期生５人

生産拡大への挑戦

令
和
４
年
度 

で
き
た
こ
と

販
売
品
販
売
高

米
集
荷
量（
主
食
用
米
）

直
売
所
委
託
品
売
上
高（
果
彩
菜
・
Ａ
マ
ー
ト
）

直
売
所
来
店
数

直
売
所
出
荷
者
数

農
業
融
資
件
数

確
定
申
告
支
援
数

19
億
２
４
６
４
万
１
０
０
０
円（
前
年
比
106
・
２
％
）

４
万
５
６
８
６
俵（
前
年
比
95
・
３
％
）

５
７
５
４
万
２
３
０
３
円（
前
年
比
101
・
６
％
）

９
万
９
３
５
０
人（
前
年
比
92
・
４
％
）

１
８
０
人（
前
年
比
97
・
８
％
）

７
件（
前
年
比
78
・
９
％
）

１
２
１
５
件（
前
年
比
94
・
７
％
）

数
字
で
見
る

守 る



ー 

今
年
は
総
代
改
選
の
年
で
す 

ー

組
合
員
が
つ
く
る

　
　
　
　
　

明
日
の
Ｊ
Ａ

　

Ｊ
Ａ
市
原
市
は
令
和
５
年
12
月
に
、任
期
満
了

に
伴
い
、各
区
域
の
組
合
員
の
代
表
で
あ
る
５
６

７
人
の
総
代
改
選
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、Ｊ
Ａ
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
総
代

会
や
総
代
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す（
詳
細

は
後
日
説
明
会
を
行
う
予
定
）。総
代
の
方
だ
け

で
な
く
、組
合
員
の
皆
さ
ん
が
総
代
の
役
割
を

し
っ
か
り
認
識
し
、健
全
な
Ｊ
Ａ
運
営
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の
営
農
と
く
ら
し
を
守
る

「
協
同
組
合
」で
す
。

　

事
業
を
利
用
す
る
の
も
、方
針
を
決
め
る
の

も
組
合
員
自
身
で
「
出
資
」「
利
用
」「
運
営
（
経

営
）」の
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
株
式
会
社
な

ど
と
は
違
い
、協
同
組
合
は
そ
の
す
べ
て
を
組

合
員
が
行
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
運
営
者
は「
組
合
員
の
皆
さ
ん
」
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総
会
は
全
正
組
合
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

「
Ｊ
Ａ
の
意
思
決
定
機
関
」で
す
。し
か
し
、１
万

人
近
く
の
正
組
合
員
が
一
堂
に
会
し
、意
見
交

換
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
、総
会
に
代
わ
っ
て
総
代
会
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。正
組
合
員
か
ら
地
区
ご
と
に
選

出
さ
れ
た
総
代
は「
組
合
員
の
代
表
」と
し
て
総

代
会
に
出
席
し
、運
営
に
参
画
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
市
原
市
は
通
常
総
代
会
を
年
に
１
回
、

３
月
に
開
い
て
い
ま
す
。

　

総
代
の
方
は
、地
域
の
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
を
結

ぶ
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
組

合
員
の
声
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
Ｊ
Ａ
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

〇
総
代
会
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
す

　

組
織
に
関
す
る
事
項

　

・
定
款
の
変
更
や
組
合
の
合
併
、解
散
な
ど

　

事
業
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
事
項

　

・
規
約
、信
用
事
業
規
程
等
の
設
定
、

　

変
更
お
よ
び
廃
止

　

・
毎
事
業
年
度
の
事
業
計
画
の
設
定
や
事
業

　

報
告
の
承
認

　

・
役
員
の
選
任　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

〇
総
代
の
心
構
え

　

総
代
会
は
、総
会
に
代
わ
っ
て
Ｊ
Ａ
の
意
思

を
決
め
る
大
切
な
機
関
で
す
。

　

総
代
は
、総
代
会
で「
組
合
員
の
代
表
」と
し

て
Ｊ
Ａ
の
事
業
や
運
営
に
つ
い
て
、考
え
を
述

べ
、不
明
な
こ
と
は
質
問
し
、十
分
に
討
議
を
尽

く
し
議
決
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。と
は
い
っ

て
も
、総
代
会
は
限
ら
れ
た
時
間
に
た
く
さ
ん

の
議
決
を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

か
ら
、事
前
に
配
布
さ
れ
る
資
料
を
前
も
っ
て

よ
く
読
む
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

議
決
さ
れ
た
事
項
は
、組
合
員
の
総
意
と
な

り
ま
す
。総
代
は
議
決
事
項
の
実
行
・
実
現
に
あ

た
り
、す
す
ん
で「
組
合
員
の
リ
ー
ド
役
」と
な

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

〇
総
代
以
外
の
組
合
員

　

日
々
の
く
ら
し
で
の
困
り
ご
と
や
Ｊ
Ａ
に
し

て
ほ
し
い
こ
と
は
、Ｊ
Ａ
に
直
接
伝
え
る
か
、地

域
の
総
代
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。組
合
員
の
皆

さ
ん
の
声
が
明
日
の
Ｊ
Ａ
を
つ
く
り
ま
す
。

総
代
会
の
役
割
と
総
代
の
任
務

総
代
会
エ
ト
セ
ト
ラ

JAだより
2023.07

５

ＪＡはさまざまな形で、
組合員の声に耳を
傾けています

▶ 

地
区
別
総
代
説
明
会

▲ 認定農業者等への訪問活動
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さ
ん
わ
担
い
手
組
合
な
ど
４

軒
の
米
農
家
は
５
月
10
日
、管
内

約
２
０
０
㌃
の
水
田
に
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
播
種
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
Ｊ
Ａ
が
依

頼
し
た
、特
殊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

施
し
た
種
子
に
よ
る
湛
水
直
播

の
実
証
試
験
で
す
。実
用
が
可
能

に
な
る
と
、育
苗
や
播
種
に
か
か

る
労
力
削
減
と
時
間
短
縮
に
な

る
た
め
、収
量
の
安
定
性
等
を
検

証
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は「
こ
ん
な
に
早
く
作

業
が
終
わ
っ
て
驚
い
た
。育
苗
や

播
種
の
手
間
が
省
け
る
の
で
、違

う
作
業
に
時
間
を
割
け
る
。後
は

コ
ス
ト
と
の
相
談
」と
、興
味
を

示
し
ま
し
た
。

▲多くの来場者に元気な野菜苗を手に取ってもらいました

　
市
原
市
園
芸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
４

月
21
日
か
ら
３
日
間
、
農
業
セ
ン
タ
ー
芝

生
広
場
で
「
第
41
回
市
原
市
園
芸
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
の
農
業
関
係
機

関
・
生
産
者
が
販
売
す
る
苗
や
農
産
物
を

求
め
、
約
５
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る

野
菜
栽
培
講
習
会
を
実
施
。
ナ
ス
や
ト
マ

ト
な
ど
夏
野
菜
の
育
て
方
を
、
多
く
の
園

芸
愛
好
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

花
や
野
菜
の
苗
の
販
売 

大
盛
況

▲児童から「爪くらいの小さな実から、大きくなるなんてびっくり」
　と驚きの声が上がりました（写真は4/20）

　
市
原
市
立
東
海
小
学
校
３
年
生
30
人

は
、廿
五
里
の
梨
生
産
者・渡
辺
一
男
さ
ん

の
梨
園
で
、社
会
科
見
学
を
１
年
か
け
て

行
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
、地
元
の
特
産

品
で
あ
る「
い
ち
は
ら
梨
」の
栽
培・収
穫

工
程
を
、翌
年
１
月
ま
で
学
び
ま
す
。

　
本
年
度
は
す
で
に
３
回
行
い
、４
月
20

日
に「
人
工
授
粉
作
業
」、５
月
11
日・６
月

19
日
は
生
育
状
況
に
合
わ
せ
た「
摘
果
作

業
」に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

「
い
ち
は
ら
梨
」を
勉
強
中
！

―
 

第
41
回
市
原
市
園
芸
ま
つ
り ―

▲ドローンによる作業は10㌃当たり15分程度で終了しました ―
 

新
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

 

種
も
み
の
試
験
栽
培 ―

―
 

市
原
市
立
東
海
小
３
年
生　

梨
園
見
学 ―
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JA市原市の

主な出来事
JA市原市の

主な出来事

Ｊ
Ａ
市
原
市
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）を
支
援
し
て
い
ま
す
。

各
出
来
事
に
は
、関
わ
り
の
あ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標（
ア
イ
コ
ン
）」表
示
し
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

　
　

水
稲
直
播
を
実
施

ち
ょ
く
は



▲生育を良くするために新梢管理の説明を受けました

　
市
原
市
農
林
業
振
興
協
議
会
果
樹
部

（
梨
部
会
）は
６
月
８
日
、廿
五
里
の
山
越

和
利
さ
ん
の
農
園
で
梨
の
現
地
検
討
会
を

開
き
ま
し
た
。部
会
員
、関
係
機
関
職
員
ら

約
40
人
が
参
加
し
、梨
の
生
育
状
況
と
新

梢
管
理
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
生
育
状
況
は
、果
実
の
着
果
が
良
好
で
、

果
実
肥
大
も
概
ね
平
均
並
み
。梅
雨
入
り

で
黒
星
病
の
発
生
し
や
す
い
条
件
が
続
く

た
め
、防
除
の
注
意
喚
起
が
あ
り
ま
し
た
。

「
い
ち
は
ら
梨
」の
生
育
状
況
を
確
認

―
 

梨
現
地
検
討
会 ―

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
共
同
出
荷
開
始

▲スナップエンドウの出荷は５月下旬まで行われました
　（写真は５／８） 　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
Ｊ
Ａ
市
原
市
と
し
て

初
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
共
同
出
荷
を

開
始
。４
月
20
日
に
初
出
荷
を
、５
月
８
日

に
経
済
部
で
目
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
目
合
わ
せ
に
は
、生
産
者
や
市
場
関
係

者
ら
10
人
が
参
加
し
、選
別
方
法
を
確
認

し
ま
し
た
。生
産
者
３
人
は
当
日
、さ
や
が

大
き
く
肉
厚
で
、甘
み
と
香
り
が
あ
る「
ス

ナ
ッ
ク
７
５
３
」を
１
０
５
㌜（
１
㌜
２

㌔
）出
荷
し
ま
し
た
。

―
 

初
出
荷　

初
目
合
わ
せ ―

▲立野さんに教わりながら手植えしました

　
市
原
市
立
海
上
小
学
校
の
５
年
生
７
人

は
５
月
16
日
、学
校
前
の
水
田
約
５
㌃
に
、

も
ち
米「
マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ
」の
手
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

　
同
校
の
５
年
生
は
毎
年
、地
元
企
業
の

立
野
農
業
開
発
有
限
会
社
の
協
力
で
、田

植
え
体
験
し
て
い
ま
す
。同
社
は
海
上
小

学
校
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
代
表
取
締
役
・
立
野

佳
昭
さ
ん
を
中
心
に
、米
作
り
を
通
じ
て
、

児
童
の
食
農
教
育
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
元
企
業
の
協
力
で
田
植
え
体
験

―
 

市
原
市
立
海
上
小
５
年
生 ―

▶
実
が
十
分
に
膨
ら
ん
だ
き
れ
い
な
小
麦
を
検
査
し
ま
し
た

小
麦
の
初
検
査
を
実
施

―
 

市
内
の
有
力
品
種「
さ
と
の
そ
ら
」 ―

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
８
日
、
神
代

倉
庫
前
で
令
和
５
年
産
の
小

麦
の
初
検
査
を
行
い
ま
し

た
。
海
上
地
区
の
担
い
手
組

織
「
海
上
担
い
手
営
農
組
合
」

の
組
合
員
５
人
は
、小
麦
「
さ

と
の
そ
ら
」
を
フ
レ
コ
ン
１

１
６
袋
（
１
袋
１
０
０
０
㌔
）

持
ち
寄
り
ま
し
た
。
今
年
は

生
育
時
に
長
雨
が
少
な
く
、

品
質
・
収
量
と
も
に
十
分
な

出
来
と
な
り
、
全
量
１
等
の

格
付
け
と
な
り
ま
し
た
。

JAだより
2023.07

７

Ⓒよい食P



JAだより
2023.07

8

さんわ担い手組合
／水稲など

さんわ担い手組合
／水稲など

幅
広
い
世
代
に
よ
る
営
農
活
動

　

三
和
養
老
地
区
で
平
成
17
年
か
ら

行
わ
れ
た
圃
場
等
の
整
備
事
業
を
契

機
に
、地
域
農
業
の
活
性
化
と
農
業

の
担
い
手
確
保
を
め
ざ
し「
農
事
組

合
法
人
」と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。整

備
が
済
ん
だ
農
地
は
食
用
米
だ
け
で

な
く
、飼
料
用
米
な
ど
の
集
団
転
作

や
転
作
作
物
と
し
て
野
菜
の
施
設
・

路
地
栽
培
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
組
合
に
は
幅
広
い
世
代
が
所

属
し
て
お
り
、特
に
20
代
か
ら
50
代

の
若
手
後
継
者
が
育
っ
て
き
て
い
ま

す
。様
々
な
角
度
か
ら
意
見
を
出
し

合
う
こ
と
で
、新
た
な
営
農
活
動
を

実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に

　

農
業
用
ド
ロ
ー
ン
や
水
稲
直
播

（
種
も
み
を
直
接
水
田
に
播
く
水
稲

技
術
）な
ど
、新
し
い
技
術
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
お
り
、自
分
た
ち
の

営
農
に
合
う
技
術
を
見
極
め
て
い
ま

す
。新
し
い
機
械
は
、全
員
で
意
見
を

ま
と
め
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ち
ば
エ
コ
農
産
物
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
エ
コ
米
に
取
り

組
む
な
ど
、環
境
問
題
に
も
気
を
付

け
て
い
ま
す
。エ
コ
米
は
、化
学
合
成

農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
量
を
慣
行

栽
培
よ
り
大
幅
に
減
ら
し
て
お
り
、

環
境
に
も
食
べ
る
人
に
も
や
さ
し
い

米
で
す
。

　
　地

産
地
消
に
力
を
入
れ
て

　

エ
コ
米
を
は
じ
め
、露
地
や
施
設

で
栽
培
し
た
野
菜
な
ど
、安
心
し
て

お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
農
作
物

を
作
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
生
産

物
や
加
工
品
を「
い
ち
は
ら
大
収
穫

祭
」
や
「
市
原
市
園
芸
ま
つ
り
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
、Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、直
売
所
の
経
営
も

視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。よ
り
身
近

に「
市
原
産
」の
農
作
物
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ

う
、
新
た
な

技
術
と
様
々

な
世
代
の
仲

間
た
ち
の
力

を
合
わ
せ
て

取
り
組
み
ま

す
。

発　　　　　足
代　　表　　者
部　会　人　数
組合の活動内容

管理農地面積

平成22年２月
鈴木敏雄組合長
10人
各種生産物の栽培管理、
農産物の加工販売、
イベント出店など
約56㌶

農
事
組
合
法
人
っ
て
？

　
農
事
組
合
法
人
は
、農
業
協
同

組
合
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
る

農
業
経
営
に
特
化
し
た
法
人
形
態

で
す
。農
業
者
か
ら
構
成
さ
れ
る

協
同
組
織
で
、事
業
内
容
も
農
業

に
関
連
す
る
事
業
に
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
。農
業
生
産
に
つ
い
て
協

業
を
図
っ
た
組
合
員
の
共
同
の
利

益
増
進
や
、集
落
営
農
を
維
持・発

展
さ
せ
る
こ
と
に
適
し
て
い
ま
す
。 ©よい食P

協同の力、農業の力
協同の力、農業の力
市原市の農業は、正組

合員で構成される農
家組織、

組合員組織（通称：部
会）によって支えられ

ています。

ここでは、市原市内に
存在する部会の活動

内容や

生産物を紹介していま
す！

市原市の農業は、正組
合員で構成される農

家組織、

組合員組織（通称：部
会）によって支えられ

ています。

ここでは、市原市内に
存在する部会の活動

内容や

生産物を紹介していま
す！
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ニ
ン
ジ
ン
の
発
芽
適
温
は
15
～
25
度

で
、７
～
10
日
で
発
芽
が
そ
ろ
い
ま
す

が
、35
度
以
上
で
は
発
芽
し
ま
せ
ん
。発

芽
直
後
の
種
は
乾
燥
す
る
と
枯
死
し
、

過
湿
で
は
酸
素
不
足
で
発
芽
不
良
に
な

り
ま
す
。そ
の
後
の
生
育
適
温
は
20
度

前
後
の
冷
涼
な
気
候
で
す
。

﹇
品
種
﹈耐
病
性
、耐
暑
性
に
優
れ
る
品

種
を
選
び
ま
し
ょ
う
。五
寸
系
で
は「
向

陽
二
号
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
ベ
ー
タ―

リ
ッ
チ
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
ひ
と
み

五
寸
」（
カ
ネ
コ
種
苗
）な
ど
が
あ
り
ま

す
。ミ
ニ
ニ
ン
ジ
ン
は
極
早
生
で
柔
ら

か
く
、生
食
向
き
で
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈種
ま
き
の
２
週
間
前
に
１

平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を

散
布
し
て
、深
さ
30
㎝
程
度
に
耕
し
て

お
き
ま
す
。種
ま
き
の
１
週
間
前
に
、１

平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各

成
分
10
％
）１
０
０
ｇ
と
完
熟
堆
肥
２

㎏
を
施
し
、土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま

す
。70
～
80
㎝
程
度
の
畝
幅
に
、条
間
20

㎝
、深
さ
１
、２
㎝
程
度
の
ま
き
溝
を
２

条
作
り
ま
す（
図
１
）。

﹇
種
ま
き
﹈畑
が
乾
い
て
い
る
と
き
は
、

ま
き
溝
に
灌
水
を
し
て
お
き
ま
す
。溝

に
種
を
１
、２
㎝
間
隔
に
条
ま
き
し
、裸

種
子
は
５
㎜
の
厚
さ
、ペ
レ
ッ
ト
種
子

の
場
合
は
１
㎝
の
厚
さ
を
基
準
に
覆
土

し
ま
す
。
軽
い
火
山
灰
土
で
は
手
で

し
っ
か
り
土
を
押
さ
え
付
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。さ
ら
に
、も
み
殻
を
か
ぶ
せ
て

乾
燥
を
防
ぐ
、黒
寒
冷
し
ゃ
の
被
覆
で

地
温
を
下
げ
る
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま

す
。

﹇
灌
水
﹈種
ま
き
前
に
土
に
し
っ
か
り
水

を
含
ま
せ
る
こ
と
、発
芽
後
も
土
を
乾

か
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。な
お
、黒

寒
冷
し
ゃ
な
ど
の
日
射
を
遮
る
資
材
で

べ
た
が
け
し
た
と
き
は
、発
芽
後
す
ぐ

に
取
り
除
き
ま
す
。

﹇
間
引
き
と
追
肥
、土
寄
せ
﹈１
回
目
の

間
引
き
は
本
葉
２
、３
枚
の
と
き
に
密

生
部
や
生
育
の
遅
れ
て
い
る
株
、逆
に

極
端
に
進
ん
で
い
る
株
を
間
引
き
ま
す

（
図
２―

１
）。２
回
目
は
本
葉
５
、６
枚

の
と
き
に
行
い
、株
間
を
６
～
10
㎝
に

し
ま
す
。間
引
く
株
の
根
元
を
手
で
押

さ
え
て
引
き
抜
き
ま
す（
図
２―

２
）。

最
後
の
間
引
き
後
に
１
平
方
ｍ
当
た
り

化
成
肥
料
50
ｇ
を
追
肥
し
、株
元
に
土

寄
せ
し
て
株
を
し
っ
か
り
固
定
さ
せ
ま

し
ょ
う
。収
穫
期
近
く
に
は
、根
の
肩
の

部
分
に
さ
ら
に
土
寄
せ
し
、根
が
緑
に

着
色
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

﹇
病
害
虫
の
防
除
﹈葉
は
キ
ア
ゲ
ハ
の
大

好
物
な
の
で
、見
つ
け
次
第
、手
で
取
り

除
き
ま
す
。ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
弱

い
の
で
連
作
を
避
け
、前
作
に
被
害
が

あ
る
と
き
は
作
付
け
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

﹇
収
穫
﹈根
径
５
㎝
程
度
に
肥
大
し
た
株

か
ら
順
次
抜
き
取
り
ま
す
。年
内
は
肥

大
が
続
く
の
で
、太
り
過
ぎ
て
裂
根
し

な
い
う
ち
に
収
穫
を
し
ま
す
。８
月
ま

き
で
は
、さ
ら
に
土
寄
せ
し
て
越
冬
さ

せ
、葉
が
枯
れ
た
後
で
も
適
宜
掘
り
上

げ
て
収
穫
で
き
ま
す
。

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

ニ
ン
ジ
ン
　
適
期
の
種
ま
き
と
灌
水
で
発
芽
を
万
全
に

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園

図１　畑の準備

図2-1　間引き①

図2-2　間引き②

畝幅70～80㎝

か
ん
す
い

― 市原のお米を、たくさんの人に ―
令和５年産米の集出荷については

各営農センターまで
　令和５年産米の検査・日程については、
各営農センターでご案内いたします。
また、価格については８月中旬～下旬に
決定予定です。
　ＪＡは販路拡大など全量有利販売に取り組み、
生産者買取価格の底上げをめざし、農家所得の
向上に貢献します。

　令和５年産米の検査・日程については、
各営農センターでご案内いたします。
また、価格については８月中旬～下旬に
決定予定です。
　ＪＡは販路拡大など全量有利販売に取り組み、
生産者買取価格の底上げをめざし、農家所得の
向上に貢献します。

いちはら梨
７月下旬頃から
販売予定です

いちはら梨
７月下旬頃から
販売予定です

©よい食P

【お問合せ先】梨共同選果場　☎（２３）１１７４
【場　　　所】市原市廿五里５２９－１
【営 業 時 間】午前９時～午後４時（※出荷日のみ）
【販 売 店 舗】ＪＡの各直売所・梨共同選果場

※幸水についてはお盆前に終了する可能性があります。
※生育状況により、販売期間・商品の品種は異なります。
　詳しくは事前にお問合せ下さい。

７月 ８月 ９月

幸　　水

品　　種

豊　　水
あきづき

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

令和５年産米全量ＪＡに
お任せください

　今年は梨の開花が例年より早く、収穫時
期が早まると予測されます。ご購入の際は販
売状況をご確認の上、お買い求めください。
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税理士・行政書士 満塩美穂

税金ワンポイント講座税金ワンポイント講座

【支店】　本店営業　（23）8611　　三和支店　（36）1331
　　　　八幡支店　（41）0655　　五井支店　（21）0171　　
　　　　市津支店　（74）2111　　南総支店　（92）1241
　　　　月崎支店　（96）0003　　姉崎支店　（61）0073

出資金名義、組合員資格などの変更が生じた
場合は、最寄りの支店までご連絡ください。

相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
改
正

　

前
回
は
相
続
税
の
申
告
時
に

お
け
る
贈
与
財
産
の
暦
年
課
税

の
加
算
期
間
（
３
年
か
ら
７
年

に
延
長
）を
紹
介
し
ま
し
た
。今

回
は
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の

改
正
に
つ
い
て
で
す
。

　

18
歳
以
上
の
人
が
60
歳
以
上

の
父
母
や
祖
父
母（
直
系
尊
属
）

か
ら
贈
与
を
受
け
る
場
合
、相

続
時
精
算
課
税
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。相
続
時
精
算

課
税
は
贈
与
者
（
あ
げ
る
人
）

ご
と
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
の
贈
与
者
を
特
定
贈

与
者
と
い
い
ま
す
。

　

現
行
の
相
続
時
精
算
課
税
に

は
２
５
０
０
万
円
の
非
課
税
枠

が
あ
り
、特
定
贈
与
者
か
ら
の

贈
与
が
累
計
で
２
５
０
０
万
円

に
達
す
る
ま
で
は
贈
与
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。こ
の
相
続
時
精

算
課
税
は
選
択
す
る
と
、以
後

１
円
で
も
贈
与
を
受
け
た
場
合
、

贈
与
税
が
か
か
ら
な
く
て
も
期

限
内
に
贈
与
税
申
告
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

現　行

改正後

出典：財務省ウェブサイト
https://www.mof.go.jp/tax_policy/
publication/brochure/zeisei23.html

猪
の
住
み
か
も
あ
り
ぬ
谷
清
水

五
井
西　

永
島　

育
代

さ
な
ぶ
り
に
ク
ラ
ブ
片
手
の
田
マ
リ
か
な

徳　

氏　

辺
田
野
山
兵

茄
子
植
え
て
数
ヶ
月
間
共
に
在
り

池
和
田　

笠
原
ふ
み
子

百
姓
爺
八
十
次
に
生
き
て
春
を
ま
つ

不
入
斗　

小
出　

欣
幸

龍
天
に
昇
る
テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
の
鎮
魂
歌

廿
五
里　

紅　

は
る
か

桐
繁
る
駅
の
ベ
ン
チ
に
二
人
連
れ

磯
ヶ
谷　

柴
崎　

勝
美

忘
れ
ぬ
家
今
年
も
燕
飛
び
交
わ
す

古
敷
谷　

鎌
滝
貴
美
子

下
り
藤
下
を
む
い
て
も
笑
顔
映
え

田　

淵　

森
宮　

祟
夫

新
緑
の
房
総
半
島
家
族
旅

　

目
ざ
す
は
海
と
山
と
道
の
駅

南
岩
崎　

赤
石　
　

功

満
開
の
華
麗
な
時
は
年
一
回

　

私
も
一
度
は
き
れ
い
に
な
り
た
い

古
敷
谷　

鎌
滝　

久
子

孫
は
友
と
修
学
旅
行
の
楽
し
さ
を

　

忘
れ
ぬ
か
雑
魚
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し
た
が
る

野　

毛　

中
川　

京
子

蕗
味
噌
を
肴
に
独
り
酒
を
酌
む

　

遠
く
に
母
の
蕗
味
噌
の
味

神　

代　

立
野　

廣
幸

こ
ち
ら
か
ら
声
を
か
け
れ
ば
い
つ
の
間
に

　

無
口
な
人
と
会
話
は
ず
め
り

佐　

是　

平
野
十
四
夫

つ
ゆ
き
た
り
山
の
色
合
い
仲
良
し
に

　

次
の
変
り
は
休
眠
ま
じ
か

高　

滝　

日
野　

惠
司

小
屋
の
糞
飼
葉
の
桶
の
転
音
は

　

愛
馬
の
蹄
か
戦
出
る
日
の

奉　

免　

石
井　

あ
さ

横
切
っ
た
太
っ
た
丸
い
猪
が

　

あ
あ
恐
ろ
し
や
野
獣
の
国

田　

淵　

鈴
木　

重
人

す
で
に
し
て
原
野
と
な
る
や
休
耕
田

　

父
祖
を
想
い
て
整
備
に
汗
す

古
敷
谷　

鎌
滝　

文
彦

返
納
し
自
転
車
に
乗
り
な
れ
た
な
ら

　

祖
父
は
い
っ
さ
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
買
う

椎　

津　

布
施　

昌
子

レ
ク
イ
エ
ム

さ
が

　

こ
れ
が
令
和
６
年
１
月
１
日

か
ら
２
５
０
０
万
円
の
特
別
控

除
と
は
別
枠
で
１
１
０
万
円
の

基
礎
控
除
が
追
加
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
相
続
時
精
算
課
税
の
贈
与
税

は
、毎
年
１
１
０
万
円
ま
で
な

ら
相
続
時
精
算
課
税
の
金
額
に

入
れ
な
く
て
も
よ
く
な
り
、申

告
を
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
な

り
ま
す
。つ
ま
り
、い
ず
れ
発
生

す
る
相
続
の
時
に
相
続
財
産
と

し
て
計
上
し
な
く
て
も
よ
い
と

い
う
こ
と
で

す
。例
え
ば
、

父
を
相
続
時

精
算
課
税
の

特
定
贈
与
者
、

母
を
通
常
の

暦
年
課
税
と

す
れ
ば
合
わ

せ
て
年
２
２

０
万
円
の
非

課
税
枠
と
な

り
ま
す
。

令和６年１月１日以降の贈与令和６年１月１日以降の贈与
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気
象
予
報
士
●
檜
山
靖
洋

　
例
年
、子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
に
合
わ
せ
る

か
の
よ
う
に
、本
州
付
近
で
は
梅
雨
明
け
と
な

り
ま
す
。子
ど
も
の
頃
に
は
、海
水
浴
、旅
行
、

キ
ャ
ン
プ
、花
火
大
会
と
、夏
の
楽
し
み
が
め
じ

ろ
押
し
で
、夏
休
み
と
梅
雨
明
け
が
近
づ
く
と
、

と
て
も
ウ
キ
ウ
キ
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
海
水
浴
に
行
く
前
に
は
、晴
れ
て
い
て
も
雷

雨
が
な
い
か
、風
が
強
く
波
が
高
い
か
ど
う
か

な
ど
、天
気
予
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。た
だ
、

穏
や
か
な
天
気
で
も
油
断
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

思
わ
ぬ
高
い
波
が
や
っ
て
来
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。原
因
は
、遠
く
の
海
に
あ
る
台
風
か
ら
の
う

ね
り
で
す
。遠
く
の
台
風
か
ら
の
う
ね
り
が
入

る
と
、平
均
し
て
そ
れ
ほ
ど
波
が
高
く
な
く
て

も
、１
０
０
０
波
に
１
波
は
、２
倍
以
上
の
高
さ

の
波
が
や
っ
て
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。３
時

間
に
１
回
程
度
、大
波
が
来
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
遠
く
に
台
風
が
あ
る
か
ど
う
か
も
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、台
風
が
あ
る
場
合
は
無
理
を
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

遠
く
に
あ
っ
て
も
台
風
に
注
意

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

Ｄ

Ｅ

17

９

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？Ｑ

■ヨコのカギ

七夕伝説のヒロイン
青島幸男氏や石原慎太郎氏が務めま
した
手のひらや足の裏の反対側
蚊取り線香から立ち上るもの
̶を聞いて十を知る
ルーペともいいます
兄弟姉妹の息子のこと
チョウが花を巡って吸うもの
テントを張ったりして野外活動を楽し
みます
 ̶タオル、̶ ソープ、ゴッド̶
一時的に建てるもののこと。̶ 住宅
アブラ、クマ、ミンミンといえば
地球の衛星です

１
２

３
５
６
８
12
13
14

15
16
17
19

■タテのカギ

■出題　ニコリ頭の体操

正解者の中から抽選で５名様に
記念品をプレゼントします

★応募方法
ハガキに①答え②住所③氏名④年齢⑤職業⑥電話
番号⑦ＪＡや本誌に対するご意見、ご要望―など
を記入のうえ、下記までお寄せください。webからの
応募も可能です。

宛先　〒290-0073　市原市国分寺台中央１-７-３
　ＪＡ市原市「ＪＡだより」係

◆締切：令和５年７月末日必着

◆発表：令和５年９月号誌上

☆本誌への投稿・応募に際して取得した個人情報は、
「個人情報保護法」に基づいて取り扱います。なお、プレ
ゼント当選者・文芸欄採用者については、お名前など
を掲載させていただきます。

１

４
７

９
10
11
13
15
16
17
18

20
21

河島英五のヒット曲『酒と泪と̶と
女』
長針、短針、秒針が付いているものも
元素記号はＬｉ。電池にも使用される
金属です
騎手が騎乗時に持つもの
手首と肩の間にある関節
本に挟みます
まだ夜が明けきらない頃のこと
種から芽が出ること
虫よけのために寝床の周りにつるします
定規を当てて引くことも
高校球児たちが地方大会で̶を繰
り広げています
トップ・̶ ・ボトム
駅の券売機で買います

Ａ

10

18

８ 13

８

２

2112 19

14

11

３

４

13

８

15

14

11

16

６

20１ ７

◆５月号の答え

ご当選おめでとうございます♪

（応募総数32通、正解32通）

Ｂ

マ
Ａ

ア
Ｃ

リ
Ｄ

リ
Ｅ

ス でした

監　査　室
総　務　部
経営企画部
金　融　部




（23）8555

【本店】 共　済　部　 （36）6611

経　済　部　 （36）5811

葬 　 　 祭 　 　 部　（95）4444
J A ホ ー ル 市 原　（40）4444
J A ホ ー ル 南 総　（92）4949
JAメモリアルホール南総　（92）3737

Ａ
ア

４

オ

リ
Ｃ

ス
Ｅ

ミ
17

イ

オ
18

カ

ク
７

Ｂ
キ

９

８

ウ
12

シズ
15

ラ

オ
７

イ モ

２

イ テタ ア
20

10

ジ

キ
10

ト
２

ジ

リ
３

ロ
13

ツ
８

ア
14

ヨ
11

ウ
19

ウ
16

カ

メ
５

ン

イ
21

チ
１

マ
６

リ
Ｄ

大野　敏子さん（若宮）　安藤　照雄さん（大坪）

根本　　忍さん（馬立）　石井　喜一さん（万田野）

小沢　　萌さん（朝生原）

※

投
稿
作
品
は
読
み
や
す
い
字
で
記
入
し
、

振
り
仮
名
を
付
け
、
令
和
５
年
７
月
末
日

ま
で
に
11
ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
な
お
、
匿
名
希
望
の
方
は
、
俳
号
・

雅
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
を
必
ず
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

※

投
稿
作
品
は
９
月
号
（
令
和
５
年
８
月
発

行
）
に
て
掲
載
予
定
で
す
。

※

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。
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12【直売所】　農産物直売所果彩菜ちはら台店　（52）7000 
　　　　　五井Ａマート　　　 　　　　　 （21）8010

【給油所】　養老給油所　　　　　　　　　　☎（36）3316
　　　　　ジャスポート高滝　　　　　　　☎（98）0436

【㈱市原市農協サービス】　資産管理センター　  （24）2621

果彩菜ちはら台店
公式インスタグラム

旬のおいしさ いただきます！旬のおいしさ いただきます！ Vol.8

みんな
来て
果彩菜
くださいな

暑い時にサッパリ美味しく！暑い時にサッパリ美味しく！

トマト味の冷やしかけうどんトマト味の冷やしかけうどん
トマトやツナのほかにもお好みの具材を一緒に
入れて、手軽に食べられるうどんです。お好みで
きざみのりやしそ等の薬味をどうぞ。

材料（２人分）❶トマトを1口大にカットする。
❷ボールに①とツナ、オリ－ブオイル、お酢を入れまぜ
る。
❸たっぷりの熱湯で手振りうどんを茹で、冷水にさらし、
水をよく切って器に盛る。
❹②をトッピングしお好みの量の希釈めんつゆをかけて
完成。

エーコープ手振りうどん…………
トマト………………………………
ツナ…………………………………
オリーブオイル……………………
お酢…………………………………
希釈めんつゆ………………………

２束
１個
１缶
小さじ１
小さじ１
適量

7月7日は冷やし中華の日！
夏らしい暑さになり冷やし中華がおいしく
なる季節であることから制定されました。
盛り付ける具によっていろいろなアレンジ
ができます。

6月下旬からはナスやトマト、キュウリなど夏野菜がぞくぞくと出荷されます！
夏が旬の野菜で、色が白・青・緑、地面の上にできるものは、身体を冷やすといわれます。
暑くなるこれからの時期に地元食材で一品いかがでしょうか？

果彩菜ちはら台店では冷やし中華麵を取り扱っています。
「エーコープ国産小麦の小麦粉づくりの冷し中華」シリー
ズは国産小麦粉 100％を使用した乾麺タイプで、麺は
スープが良く絡む「もみ切り打ち製法」を使った「ちぢ
れ麺」の冷やし中華です。

トマト・ゴーヤ・ピーマンが並びます

毎
年
大
人
気
！

毎
年
大
人
気
！
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13 JAへの
お問合せ先

【センター】　中央営農センター　　　　　（36）3301
　　　　　　中央営農センター北部店　　（75）7911
　　　　　　東海営農センター　　　　　（21）1510
　　　　　　南部営農センター　　　　　（92）4811

南部営農センタージャスポート高滝店　（98）0411
西部営農センター　　　　　　　（61）8747
農機センター　　　　　　　　　（92）5650

JA市原市・JA長生・JAいすみ・JA全農ちば

工進

充電式刈払機
参考販売価格　30,400円（税込）

21,000円（税込）

9,400円OFF

７月７日 ８日・
金 土

JA日吉支所 ENEOS ローソン

豊栄
郵便局

笠森観音

JA
長南支所

JA-SS
ジャスポート千町

JAいずみ
第二工場

上総牛久駅
小湊鉄道

JA市原市
農機センター

至大多喜
長南町
役場

セブンイレブン
長南小沢店

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

広
域
農
道

至茂原市街
13

147

297

JA全農ちば
南総センター
（旧南総精米）

148

時間：７日（金）９時～15時 00分

　　　８日（土）９時～14時 30分

場所：JA全農ちば南総センター

住所：長生郡長南町本台628

展示会期間限定特価

南総サマーフェア南総サマーフェア第
５
回

JA市原市　農機センター　☎0436（92）5650

バッテリー：5.0Ah
充電時間：約３時間
運転時間：高速 約100分

低速 約300分
草 刈 刃：チップソーφ230㎜
本体重量：5.3㎏ 当日

持ち帰り
各日５台
限定

※各日５台

消費税インボイス制度

今一度ご確認ください！今一度ご確認ください！

令和５年10月１日からインボイス制度(適格請求書等保存方式)がスタート
します。ＪＡだよりでも令和５年１月号・３月号で紹介しました。農繁期を
迎える前に、インボイス制度のポイントをおさらいします。

監修：ＪＡ全中・ＪＡまちづくり情報センター　顧問税理士　柴原 一　　イラスト：出口由加子

（インボイス制度のポイント）
①インボイスとは、適用税率や消費税額などの正確な情報を記載した書類やデータのこと。
②令和５年10月から原則課税方式により消費税を申告している事業者が仕入税額控除(売り上
げにかかった消費税額から仕入れにかかった消費税額を差し引いて納税すること)を行うため
には、原則として仕入れ先からインボイス(適格請求書)を発行してもらい、保存しておく必要
がある。
③インボイスは税務署長の登録を受けた課税事業者にのみ発行が可能。
④今回の制度変更によって生じる免税事業者への影響を考慮して、経過措置が設けられている。

※内容は令和４年12月現在。今後変更される場合もあります。
※令和５年10月以降の当ＪＡでのお取引については詳細が決定次第ご報告します。

９月末買入分までは、例年通りですが、
10月１日以降の買入分からインボイ
ス発行事業者と免税事業者とで、買入
価格に差をつけさせていただきます。

インボイス制度についての一般的なご質問やご相談は、
消費税軽減税率・インボイス制度電話相談センター
0120(205)553[無料]
【受付時間】午前９時～午後５時[土日祝除く])、
または国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp）
「インボイス制度特設サイト」をご覧ください。

ＪＡ市原市 令和５年産米買取について
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14●葬　祭
ＪＡ市原市葬祭部　☎（９５）４４４４
０１２０（０４３）６７６

●ＪＡカードの紛失・盗難
NICOS盗難紛失受付センター　０１２０（１５９）６７４
※24時間年中無休

●ＬＰガス
㈱ＪＡ-ＬＰガス情報センター
０１２０（１８２）５７１

海上産枝豆オーナー募集します
　海上地区の圃場で栽培している枝豆（黒大豆）

を、今年の10月下旬に収穫していただくオー

ナーを募集します（収穫の目安は1区画につき約

50 ～ 60株、どんぶりで50 ～ 60杯くらいです）。

【実施場所】市原市立海上小学校付近の圃場

【収穫時期】10月25日前後（予定）

【料　　金】１区画（約５坪）４，０００円

【募集区画】２００区画（先着順）

【申込期間】定数に達し次第締切

【申込方法】「住所・氏名・電話番号・申込区画数」

　を電話またはFAXにてお申し込みください

【お申込み・お問合せ先】
　市原市海上土地改良区事務所

　☎（３６）６８６３　FAX（３６）６９３７

　（※平日午前９時～午後５時。土日祝および８

　月10日～ 16日は休業）

主催：海上担い手営農組合

後援：市原市海上土地改良区・市原市

協力：ＪＡ市原市

ケット水分計の点検・修理を行います
　ケット社製の米麦水分計の点検・修理を行い

ます。点検は無料ですが、修理・部品交換などは

有料となります。お預かりして、点検いたします

ので、７月３日（月）までにお近くの営農セン

ターまでお持ちください。

※ケット社製以外の製品はお取り扱いできません。

市原フルーツフェスティバル開催！
　梨をはじめ市特産のスイカやメロンなどのフ

ルーツをＰＲするイベントを行います！入場料

無料（一部イベント有料）。

【開催日時】７月29日（土）午前10時～午後２時

【場　　所】アリオ市原サンシャインコート（屋外）

　　　　　更級４-３-２

【お問合せ先】
　市原市経済部農林業振興課　☎（３６）４１８７

　ＪＡ市原市経済部　　　　　☎（３６）５８１１

主催：市原フルーツフェスティバル実行委員会

協力：アリオ市原

葬祭部から 金融部から

新盆商品の
　 販売を行います
新盆商品の
　 販売を行います
数量限定となりますので、ご注文はお早めに。

【展示日時】　６月４日（日）～７月17日（月・祝）
　午前10時～午後４時

【展示場所・お問合せ先】
●葬祭部（旧戸田支店）
　市原市上高根３４３番地　☎（９５）４４４４
●ＪＡホール市原
　市原市藤井３丁目１７１番地　☎（４０）４４４４
●ＪＡホール南総
　市原市牛久８５５番地　☎（９２）４９４９

※ご葬儀中はご案内できない場合がありますので、ご来場前に
　お電話をいただきお時間の確認をお願いします。 詳しくはお近くの支店窓口にお問合せください。

令和５年７月３日（月）～令和５年７月３日（月）～
８月31日（木）８月31日（木）

取扱期間

募集額を完売した場合は、その時点で募集を打ち切らせていただく場合がございます。

当JA募集額20億円

新規お預入金額50万円以上
期間1年（自動継続式）

※初回満期日以降は店頭基準金利が適用されます。

スーパー
定期貯金

市原市産 梨５㎏市原市産 梨５㎏
抽選で100名様にプレゼント！抽選で100名様にプレゼント！
お預入金額50万円ごとに抽選券が１口付いてくる！

※天候不良により、代替えの品になる場合があります

JA市原市
サマーキャンペーン
JA市原市
サマーキャンペーン

抽選権付
定期貯金

新盆商品の展示を行っています
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緊急連絡先

●自動車事故
ＪＡ共済事故受付センター　０１２０（２５８）９３１
※24時間年中無休で事故受付とアドバイスを行います。

●キャッシュカードの紛失・盗難
カード紛失・盗難受付センター　☎０４３（２０２）１１７１
※詳細は当ＪＡホームページをご覧ください。

人事異動
【異　動】　　　　　　　　　　　　　【令和５年５月15日付】

氏　名　　　所属〔旧任〕

山田　朋花　総務部付(育休)〔中央営農センター〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　【令和５年６月１日付】

箕箸　　智　総務部総務課総務係〔経済部営農販売課営農係〕

鈴木　浩太　金融部融資課課長〔同部同課係長〕

【退　職】 　　　　　　　　　　　　　【令和５年４月30日付】

氏　名 　　所属

石川　祐司　姉崎支店 

　　　　　　　　　　　　　　　　　【令和５年５月31日付】

藤田　忠一　共済部業務査定課課長 

齋藤　みき　共済部業務査定課業務係 

長島　京子　経済部購買店舗課店舗係（パート）

佐藤　智貴　経済部営農販売課直販係 

釘﨑　英治　月崎支店 

４月・５月理事会次第
４月の理事会で次の事項が承認・報告されました。

令和５年４月28日（金）

市原市民会館２階会議室

【議決事項】
（１）一取引先１億円を超える貸出金

（２）一取引先１億円を超える貸出金

（３）コンプライアンス態勢運営要領の一部変更

（４）個人情報取扱規程の一部変更

（５）特定個人情報取扱規程の一部変更

（６）ディスクロージャー誌の開示

（７）余裕金運用規程の一部変更

（８）令和４年度県随時検査「検査指摘事項に対する改善状況

等の報告」

（９）令和４年度決算に係る監事監査結果に基づく改善を要す

る事項に関する回答書

【報告事項】
　４月事業・行事報告の他13件の報告事項がありました

※農産物直売所五井Ａマートの建替えについて上程されまし

たが、再審議となりました

５月分の理事会で次の事項が承認・報告されました。

令和５年５月30日（火）

市原市民会館２階会議室

【議決事項】
（１）出資減口の承認

（２）一取引先１億円を超える貸出金

（３）給与規程の一部変更

（４）ＪＡ遊休資産等検討委員会設置要領の一部変更

（５）令和５年度ライスセンター加工料の設定

【報告事項】
５月事業・行事報告の他２件の報告事項がありました

農作業の求人・求職受付中！
　当ＪＡでは農業無料職業紹介事業を行ってい

ます。農業求人ＷＥＢサイト「ちばの農業で働こ

う！」で農業求人を随時掲載し

ています（「求人ジャーナル」や

「indeed」でも掲載）。詳しくは

当ＪＡ経済部まで。

農繁期営業・直売所臨時営業のご案内

29日（土）５日（土）９日（水）11日（金・祝） 13日（日）19日（土）20日（日）26日（土）27日（日）２日（土）３日（日）９日（土）
８　　月7月 ９　　月

中 央 営 農 〇 〇 〇 〇 〇

東 海 営 農 〇 〇 〇
中央北部店 〇 〇 〇 〇 〇

南 部 営 農 〇 〇 〇 〇
農 機 〇 〇 〇 〇 〇 〇
養老給油所 〇 〇
ジャスポート高滝 〇 〇
直 売 所 果彩菜 Ａマート Ａマート

10日（日）
〇
〇

〇

始まります！NISA口座開設キャンペーン
　キャンペーン期間中に当ＪＡで新たにＮＩＳ

Ａ口座を

①毎月5,000円以上のつみたて
　ＮＩＳＡを始められた方
②ＮＩＳＡ口座で100，000円
　以上のお取引をされた方
①か②どちらかの条件で開設いただいた方を対象
にクオ・カード2，000円分をもれなくプレゼント！
【取扱期間】７月３日（月）～ 12月29日（金）

詳しくはお近くの支店窓口にお問合わせください。

４年ぶりの開催 国府祭り出店者を受付中
　「第10回上総いちはら国府祭り」が９月30日

（土）・10月１日（日）に開催されます。出店をご希

望の方は、当ＪＡ経済部までご相談ください。

【申 込 期 限】７月５日（水）まで

【お問合せ先】ＪＡ市原市経済部　☎（３６）５８１１
※開催概要については
　上総いちはら国府祭り実行委員会事務局 ☎（２３）９７５５まで

©よりぞう

【営業時間】
★営農・農機センター　 午前９時～午後４時　　　☆西部営農センターは通常通り
★養老給油所　　　　　午前８時～午後５時　　　☆天候によって変更となる場合があります
★ジャスポート高滝　　午前８時～午後５時　　　　詳しくはホームページ、店頭告知にて確認ください
★農産物直売所　　　　午前９時30分～午後５時
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今月の煌き女性今月の煌き女性
びとびときらめきらめ

ーvol.19ー

ハーブを楽しむ会
JA市原市女性組織

（代表：小田慶子さん）
お だ けい こ

活
動
に
ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
こ
ち
ら

【
お
問
合
せ
先
】

　
　

経
済
部 

生
活
担
当 

☎（
３
６
）５
８
１
１

　

今
回
ご
紹
介
す
る「
ハ
ー
ブ
を
楽
し
む

会
」は
、Ｊ
Ａ
女
性
組
織
の
グ
ル
ー
プ
の
一

つ
で
、ハ
ー
ブ
の
栽
培
や
ク
ラ
フ
ト（
作
り

手
が
こ
だ
わ
っ
て
少
量
生
産
で
作
っ
た
工

芸
）の
制
作
、草
花
を
用
い
た
加
工
品
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
体
験
型
講
座
）な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
活
動
の
き
っ
か
け
は
？

　

健
康
的
な
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
、ハ
ー
ブ
の
持
つ
魅
力
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
以
前
か
ら
個

人
的
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
の
結
成
に
つ
い
て
は
、３
年
前
ま

で
子
ど
も
と
Ｊ
Ａ
の
キ
ッ
ズ
フ
ァ
ー
ム

に
参
加
し
て
お
り
、卒
業
時
に
当
時
の

Ｊ
Ａ
女
性
組
織
担
当
の
職
員
さ
ん
に
声

を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。今
で
は
、近
所
の
マ
マ
友
を
中
心

に
メ
ン
バ
ー
８
人
で
や
っ
て
い
ま
す
。

〇
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
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？

　

ハ
ー
ブ
や
花
を
使
っ
た
リ
ー
ス
や
ス

ワ
ッ
グ
等
の
ク
ラ
フ
ト
を
作
成
し
た
り
、

テ
ィ
ー
に
し
て
飲
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

去
年
は
、タ
ン
ポ
ポ
を
使
っ
た
草
木
染

め
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

２
年
前
か
ら
は
海
保
に
畑
を
借
り
、

ハ
ー
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ラ
ベ
ン
ダ
ー
数
種
や
カ
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ミ
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ル
な
ど
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ハ
ー
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自
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た
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し
て
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さ
い
農

園
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で
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や
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な
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き
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用
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た
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を

い
つ
で
も
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で
き
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で
重
宝
し
て
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ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
11
月
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い
ち
は
ら
大
収

穫
祭
」で
は
27
組
の
親
子
に
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ー
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用
い
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リ
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作
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も
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た
。親
子
向
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ー
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も
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と
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入
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た
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で
す
。

〇
今
後
の
目
標
は
？

　

働
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て
い
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メ
ン
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れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
活
動
で
、薬
草
に
親
し
み
、生
活
の
中

で
簡
単
・
楽
し
く
活
用
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
の
癒
し

の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、ハ
ー
ブ
の
栽
培
品

種
を
増
や
す
こ
と
や
、よ
り
深
く
ハ
ー

ブ
に
親
し
む
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
、他
県
の
ハ
ー
ブ
園
へ
の
視
察

な
ど
行
い
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。メ
ン
バ
ー
や
畑
の
貸
し
主
さ
ん
、

Ｊ
Ａ
職
員
さ
ん
た
ち
な
ど
様
々
な
巡
り

合
わ
せ
が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
で
き
た
こ

と
な
の
で
、で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
一

つ
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

ハーブスティックハーブスティック

バスソルトバスソルト

丹精したラベンダー畑丹精したラベンダー畑

イベントでのワークショップイベントでのワークショップ


